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福岡県肝疾患治療専門機関、日本肝臓学会認定施設、日本消化器病学会認定施設、肝臓がん検診精密
検査実施医療機関に認定されている。日本肝癌研究会施設会員である。

肝臓学会専門医３名で診療をおこなっている。十分なインフォームドコンセントを実施して検査・治
療を行っている。セカンドオピニオン外来を行っている。

肝臓科回診、肝臓カンファレンスなどを行い、チーム医療を行っている。地域の開業医と綿密に連絡
を取りながら治療にあたっている。

肝臓癌のハイリスクグループである慢性肝炎、肝硬変の患者に対して最新鋭のエコーや CT、MRI な
どによる厳重なフォローアップをおこない、肝臓癌の早期発見に努めている。

肝臓癌の大きさ、個数、肝臓の予備能力により、経皮的ラジオ波焼灼療法、肝動脈化学塞栓術、手術、
放射線療法を選択している。

進行肝臓癌に対してはリザーバーを用いた肝動注化学療法や分子標的薬、免疫チェックポイント阻害
剤などの化学療法で生存期間の延長と、QOL の向上を目指している。

活動内容

入院患者 内訳
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2023年
疾患分類
（退院患者）

肝・肝内胆管の悪性腫瘍（続発性を含む。）
肝硬変（胆汁性肝硬変を含む。）
胆管（肝内外）結石、胆管炎
急性膵炎、被包化壊死
アルコール性肝障害
膵臓、脾臓の腫瘍
その他の消化管の障害
劇症肝炎、急性肝不全、急性肝炎
その他

肝臓内科部長　　具嶋　敏文
肝臓内科医長　　柴田　倫子、樋口野日斗

（2024 年３月在職者名）
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入院患者年齢構成
年齢 2021 2022 2023

10歳未満 0 0 0

10代 0 1 2

20代 2 4 3

30代 9 3 3

40代 14 13 21

50代 30 27 17

60代 80 68 45

70代 108 79 77

80代 28 39 54

90以上 4 7 13

計 275 241 235

治療実績
2021 2022 2023

経皮的ラジオ波焼灼療法（RFA） 4 5 12
肝動脈化学塞栓療法（TACE） 25 14 23
肝動注化学療法 0 0 2
全身化学療法 25 14 21
放射線療法 3 1 7
食道静脈瘤内視鏡治療 42 16 16

2021 2022 2023
入　　　院 275 241 235
延べ患者数 3,087 3,316 2,916

平均在院日数 9.8 11.6 10.2

入院患者数外来患者数
2021 2022 2023

新　　患 353 286 335
再　　来 4,462 4,236 4,500

計 4,815 4,522 4,835

疾患別入院患者 年次推移

地域別紹介患者数
2021 2022 2023 平均

福岡市 中央区 171 244 192 202
東　区 61 41 74 59
西　区 63 18 46 42
博多区 46 45 43 45
早良区 52 31 35 39
城南区 30 15 27 24
南　区 19 19 22 20

福岡市計 442 413 439 431
糟 屋 郡 47 14 30 30
糸 島 市 25 19 16 20
春 日 市 7 7 11 8
県 外 16 24 9 16
太 宰 府 市 8 1 9 6
大 野 城 市 7 3 6 5
筑 紫 野 市 7 2 6 5
福 津 市 4 1 5 3
宗 像 市 3 0 3 2
那 珂 川 市 4 0 3 2
そ の 他 14 22 10 15

総合計 584 506 547 546
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0 肝硬変
（胆汁性肝硬変
を含む。）

胆管（肝内外）
結石、胆管炎

急性膵炎、
被包化壊死

アルコール性
肝障害

膵臓、脾臓の
腫瘍

劇症肝炎、
急性肝不全、
急性肝炎

肝・肝内胆管
の悪性腫瘍

2021 2022 2023
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演者名 共同研究者 演題名 学会名 発表年月日 開催地

堤田夏生 著明な高トリグリセリド血症により重症膵炎を発症した一
例 第 122 回日本消化器病学会　九州支部例会 2022 11/24 沖縄県

2023 年　学会発表

（肝臓内科部長　具嶋　敏文）


